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テーマ
麻酔卓子の清潔化

テーマ選定理由
当院手術室で麻酔導入に必要な物品を設置している『麻酔卓子』があり，この卓子はその都度清潔に使用

できているのかを分析し清潔が保持できる新しい麻酔卓子の作成に取り組むため５S活動した。

現状把握
現在使用している麻酔卓子は各部屋に1台配置し全部で6台あり，大きさ，引き出しの位置，設置している

カゴなどもバラバラであった。使用後は，血液汚染もあり，物品も散乱しており，症例毎に清掃し物品の

補充している。

作成日　令和　年　月　日

検査科にご協力いただき，麻酔卓子の①卓子の左右のアーム部分②上段トレー右側③上段トレー左側④下

段⑤引き出しの取っ手の計5か所の環境培養を実施した。その結果，培養した5か所すべてからコロニーが

検出され，その中でも下段引き出しの取っての部分から複数のコロニーが検出した。

目標設定
清潔・安全に整備された麻酔卓子が，継続使用できる

整理整頓

主に使用する麻酔医師と相談し物品の整理，確認を行い，看護師，AWとの物品，清掃確認を行った。

新しい麻酔卓子を作成し，卓子の上段物品，17 品から 9 品削減した。複数のコロニーが検出された下段

は 16 品から 0 品にし，全体で 38 品から 26 品に減らすことができた。物品を引き出しに収納すること

でとてもすっきり整理することができ，清掃しやすくなった。

しつけ・定着化
今まで通り部屋に１台設置した。さらに作業効率，時間短縮も考慮し，2 台交換用として追加し器材庫に

設置した。物品の固定配置化を徹底するためにラベリングした。

以前に配置していた物品でできるものは定数化し部屋に配置した。配置変更した物品は新卓子を見ながら

全スタッフで確認した。

結果
物品を減らし，整理整頓することで，清潔保持しやすい環境を整えることができ，毎回使用後の清潔は保

持できている。2 台交換用卓子を作成したことで，次の手術へ清潔な卓子が準備できている。現在は，物

品の変更に困ったなどの意見はない。

まとめと課題
今回，物品を整理し清掃しやすく清潔が保持できる麻酔卓子の作成に取り組んだ。この活動が定着し，継

続できるようチーム活動での管理方法などさらに課題を明確化し，手術室スタッフ全員でより清潔安全に

患者さんが手術を受けられる環境を作っていきたい。
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テーマ
麻酔卓子の清潔化

テーマ選定理由
当院手術室で麻酔導入に必要な物品を設置している『麻酔卓子』があり，この卓子はその都度清潔に使用

できているのかを分析し清潔が保持できる新しい麻酔卓子の作成に取り組むため５S活動した。

現状把握
現在使用している麻酔卓子は各部屋に1台配置し全部で6台あり，大きさ，引き出しの位置，設置している

カゴなどもバラバラであった。使用後は，血液汚染もあり，物品も散乱しており，症例毎に清掃し物品の

補充している。

検査科にご協力いただき，麻酔卓子の①卓子の左右のアーム部分②上段トレー右側③上段トレー左側④下

段⑤引き出しの取っ手の計5か所の環境培養を実施した。その結果，培養した5か所すべてからコロニーが

検出され，その中でも下段引き出しの取っての部分から複数のコロニーが検出した。

目標設定
清潔・安全に整備された麻酔卓子が，継続使用できる

整理整頓

主に使用する麻酔医師と相談し物品の整理，確認を行い，看護師，AWとの物品，清掃確認を行った。

新しい麻酔卓子を作成し，卓子の上段物品，17 品から 9 品削減した。複数のコロニーが検出された下段

は 16 品から 0 品にし，全体で 38 品から 26 品に減らすことができた。物品を引き出しに収納すること

でとてもすっきり整理することができ，清掃しやすくなった。

しつけ・定着化
今まで通り部屋に１台設置した。さらに作業効率，時間短縮も考慮し，2 台交換用として追加し器材庫に

設置した。物品の固定配置化を徹底するためにラベリングした。

以前に配置していた物品でできるものは定数化し部屋に配置した。配置変更した物品は新卓子を見ながら

全スタッフで確認した。

結果
物品を減らし，整理整頓することで，清潔保持しやすい環境を整えることができ，毎回使用後の清潔は保

持できている。2 台交換用卓子を作成したことで，次の手術へ清潔な卓子が準備できている。現在は，物

品の変更に困ったなどの意見はない。

まとめと課題
今回，物品を整理し清掃しやすく清潔が保持できる麻酔卓子の作成に取り組んだ。この活動が定着し，継

続できるようチーム活動での管理方法などさらに課題を明確化し，手術室スタッフ全員でより清潔安全に

患者さんが手術を受けられる環境を作っていきたい。
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テーマ
麻酔卓子の清潔化

テーマ選定理由
当院手術室で麻酔導入に必要な物品を設置している『麻酔卓子』があり，この卓子はその都度清潔に使用

できているのかを分析し清潔が保持できる新しい麻酔卓子の作成に取り組むため５S活動した。

現状把握
現在使用している麻酔卓子は各部屋に1台配置し全部で6台あり，大きさ，引き出しの位置，設置している

カゴなどもバラバラであった。使用後は，血液汚染もあり，物品も散乱しており，症例毎に清掃し物品の

補充している。

検査科にご協力いただき，麻酔卓子の①卓子の左右のアーム部分②上段トレー右側③上段トレー左側④下

段⑤引き出しの取っ手の計5か所の環境培養を実施した。その結果，培養した5か所すべてからコロニーが

検出され，その中でも下段引き出しの取っての部分から複数のコロニーが検出した。

目標設定
清潔・安全に整備された麻酔卓子が，継続使用できる

整理整頓

主に使用する麻酔医師と相談し物品の整理，確認を行い，看護師，AWとの物品，清掃確認を行った。

新しい麻酔卓子を作成し，卓子の上段物品，17 品から 9 品削減した。複数のコロニーが検出された下段

は 16 品から 0 品にし，全体で 38 品から 26 品に減らすことができた。物品を引き出しに収納すること

でとてもすっきり整理することができ，清掃しやすくなった。

しつけ・定着化
今まで通り部屋に１台設置した。さらに作業効率，時間短縮も考慮し，2 台交換用として追加し器材庫に

設置した。物品の固定配置化を徹底するためにラベリングした。

以前に配置していた物品でできるものは定数化し部屋に配置した。配置変更した物品は新卓子を見ながら

全スタッフで確認した。

結果
物品を減らし，整理整頓することで，清潔保持しやすい環境を整えることができ，毎回使用後の清潔は保

持できている。2 台交換用卓子を作成したことで，次の手術へ清潔な卓子が準備できている。現在は，物

品の変更に困ったなどの意見はない。

まとめと課題
今回，物品を整理し清掃しやすく清潔が保持できる麻酔卓子の作成に取り組んだ。この活動が定着し，継

続できるようチーム活動での管理方法などさらに課題を明確化し，手術室スタッフ全員でより清潔安全に

患者さんが手術を受けられる環境を作っていきたい。
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テーマ
４東病棟における入院オリエンテーションの見直し

テーマ選定理由
4階東病棟では，手術を目的とした入院が多い。入院オリエンテーションは，入退院支援センターでも行

われており，病棟の設備に関するオリエンテーションは看護助手が行うこともある。病棟生活や手術に関

するオリエンテーションは患者１名に対し病棟看護師１名が行っている現状である。平日入院は，チーム

カンファレンスや午後からの検査呼び出し，ナースコール対応，手術終了後の迎えなどと重複することが

多いことから，患者の待ち時間を長くしたり，看護師も業務の中に入院に関する業務が占める時間が多い

と感じている。患者が安全かつ安心して手術に臨み，入院生活を送るためには入院時のオリエンテーショ

ンはとても重要である。そこで，改めて入院に関する看護業務の整理を行い，時間の有効活用や看護師の

満足度の向上を目的として，入院オリエンテーションの見直しをテーマにTQM活動をおこなうこととし

た。

現状把握
現状を把握するために4東看護師を対象にアンケートを実施

①入院にオリエンテーションにかかる時間は？

20分～30分が45％と最も多く，次いで30～45分が40％，10分～20分が15％という結果となった。

②最も時間がかかる項目は？（自由記載）

図のように手術に関する説明に最も時間を要すという回答が得られた。

③入院対応にストレスは？

「ある」が65％，「ない」が35％という回答が得られた。

〈ストレスがある理由〉

・介護保険などのサービスを受けていれば生活状況を聞くのに時間がかかる

・受け持ち患者の処置が多いと入院患者のところにいけない

・カルテ入力，内服薬や入院後の治療に確認があるため

・手術後２階に転棟する患者への説明があるから

・家族を含め理解してもらえるように何度も説明しなければならない

④入院オリエンテーションの時間が削減できたら何ができる？

・他の業務ができ，時間外が減る

・チームカンファレンスを実施する

・受け持ち患者の処置や検温，ケアなどの時間にあてることができる

・入院患者に必要なND立案をおこなう

要因解析
アンケートの結果から，４東病棟での入院オリエンテーションにおける看護師のストレスについて，

フィッシュボーンを用いて課題を絞り込んだ。

目標設定
入院オリエンテーションの見直し後の結果として以下の３点とした。

１．看護業務内に占める入院オリエンテーション時間が減少する

２．看護師の入院オリエンテーションに関するストレスが軽減する

３．看護師の業務時間の有効活用ができる

対策立案
３つの主要因に対して対策を検討し，評価10点以上に該当する項目に対して対策を実施することにした。

対策実施
実施①

入退院支援センターを見学し過不足する部分を把握し，問診票の追加・修正をおこなった。

実施②

４東病棟用パンフレットの追加・修正をおこなった

実施③

看護補助者への依頼事項を整理し「定時入院患者の病棟案内の流れ」について記載したものを作成。

実際の流れは，患者到着とともに身長・体重測定をし，デイルームへ誘導し待機する。入院予定患者がそ

ろったら，病棟と病室への案内を開始。アメニティを配布し，ベッドネームにアメニティプランを表示す

るリングをつける。案内を終了したことを，入院を担当する看護師に伝えるまでを依頼事項として挙げ

た。

効果の確認
①４東病棟看護師へアンケートを用いて活動前，活動後で比較

30分～40分かかっていた時間は87.5％減少あり。10分～20分が50％増加している。

活動後のストレス変化については，ストレスを感じていた看護師の67％が活動後ストレスが減ったと回

答あり。

②面接，自由記載にて，それぞれの担当者から回答をもらう。

〈入退院支援センター〉

事前にパンフレットを読んできてもらうことで入院中の生活が出来て良い。記入欄が狭いところがある。

食事については硬さやムセの有無の確認事項がありよかった，入院までに読んでもらえるか不安などの回

答あり。

〈看護補助者〉

デイルームでの待機はスペースが少ないことからナースステーション前でいすを並べ待っていただくよう

に工夫した，パンフレットを持参していない患者が多い，看護補助者が一人で対応するため焦ることがあ

るが大きく困ったことはないと回答あり。

〈４東病棟看護師〉

「読んでない，知らない」という患者が多く，入院支援センターの説明がどこまでしてあるのか，家族待

機説明は当日するのか，本人用を家族が読んでもらうしかないのか，オーバービューの中に転棟説明を入

れてみてはどうか，看護師が患者の案内をすることがなくなった分，他の業務に当てることができたと回

答あり。

無形効果
・入院オリエンテーション時間の短縮ができ業務負担軽減効果に繋がった

・業務を看護補助者に業務移管することにより，看護師が本来業務により専念することができるように

なった

・活動を通して入退院支援センターへ働きかけもでき，問診票の充実，術前説明集約化による説明業務の

標準化が図られ均一なケア提供につながることができた

標準化と管理

今後の課題

テーマ
麻酔卓子の清潔化

テーマ選定理由
当院手術室で麻酔導入に必要な物品を設置している『麻酔卓子』があり，この卓子はその都度清潔に使用

できているのかを分析し清潔が保持できる新しい麻酔卓子の作成に取り組むため５S活動した。

現状把握
現在使用している麻酔卓子は各部屋に1台配置し全部で6台あり，大きさ，引き出しの位置，設置している

カゴなどもバラバラであった。使用後は，血液汚染もあり，物品も散乱しており，症例毎に清掃し物品の

補充している。

検査科にご協力いただき，麻酔卓子の①卓子の左右のアーム部分②上段トレー右側③上段トレー左側④下

段⑤引き出しの取っ手の計5か所の環境培養を実施した。その結果，培養した5か所すべてからコロニーが

検出され，その中でも下段引き出しの取っての部分から複数のコロニーが検出した。

目標設定
清潔・安全に整備された麻酔卓子が，継続使用できる

整理整頓

主に使用する麻酔医師と相談し物品の整理，確認を行い，看護師，AWとの物品，清掃確認を行った。

新しい麻酔卓子を作成し，卓子の上段物品，17 品から 9 品削減した。複数のコロニーが検出された下段

は 16 品から 0 品にし，全体で 38 品から 26 品に減らすことができた。物品を引き出しに収納すること

でとてもすっきり整理することができ，清掃しやすくなった。

しつけ・定着化
今まで通り部屋に１台設置した。さらに作業効率，時間短縮も考慮し，2 台交換用として追加し器材庫に

設置した。物品の固定配置化を徹底するためにラベリングした。

以前に配置していた物品でできるものは定数化し部屋に配置した。配置変更した物品は新卓子を見ながら

全スタッフで確認した。

結果
物品を減らし，整理整頓することで，清潔保持しやすい環境を整えることができ，毎回使用後の清潔は保

持できている。2 台交換用卓子を作成したことで，次の手術へ清潔な卓子が準備できている。現在は，物

品の変更に困ったなどの意見はない。

まとめと課題
今回，物品を整理し清掃しやすく清潔が保持できる麻酔卓子の作成に取り組んだ。この活動が定着し，継

続できるようチーム活動での管理方法などさらに課題を明確化し，手術室スタッフ全員でより清潔安全に

患者さんが手術を受けられる環境を作っていきたい。


